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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：カルシウムイオン電流を減少させ、カリウムイオン伝導率を上昇させることで神経伝達物質の放出を阻害する。立体選択性が高い。エンケファリン受容体。オンライン情報：デルタオピオイド受容体エントリー。類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。サブユニット：GPRASP1と相互作用する。機能：カルシウムイオン電流を減少させ、カリウムイオン伝導率を上昇させることで神経伝達物質の放出を阻害する。立体選択性が高い。エンケファリン受容体。オンライン情報：デルタオピオイド受容体エントリー。類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。サブユニット：GPRASP1と相互作用する。
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	オピオイド受容体デルタ抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	オピオイド受容体デルタ抗体を用いたHUVECおよびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

